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み
な
さ
ん
の
大
切
な
お
金
を
、
甘
い
言
葉
を
使
い
、

あ
の
手
こ
の
手
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
悪
質
業
者

が
、
今
で
も
た
く
さ
ん
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
業
者
に
は
、

　
○
　
し
つ
こ
い
勧
誘
で
契
約
を
急
が
せ
た
り
、
す

　
　
ぐ
に
現
金
で
支
払
わ
せ
よ
う
と
す
る

　
○
　
名
刺
と
領
収
書
だ
け
渡
し
て
、
契
約
内
容
を

　
　
記
載
し
た
書
面
を
交
付
せ
す
、
契
約
解
除
に
関

　
　
す
る
事
項
（
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
）
の
説
明
も
し

　
　
な
い
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
　
最
近
、
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

　
○
　
工
事
業
者
が
訪
問
し
て
来
て
、
　
－

　
　
無
料
診
断
と
称
し
て
床
下
な
ど
を
　
今

　
　
点
検
し
た
後
、
修
理
が
必
要
。
だ
と

　
　
説
明
す
る
「
工
事
の
誘
い
」
が
あ
　
４
．

　
　
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
警
察

署
、
駐
在
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
受
け
、
全
国
で
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
便
乗
し
た
犯
罪

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
１
～
詐
欺

イ
ル
ス
を
除
去
で
き
る
浄
水
器

を
２
０
万
円
で
買
い
ま
せ
ん
か
」

等
勧
誘
す
る
事
案
。

　
例
３
～
窃
盗

　
県
職
員
等
を
扁
り
、
「
町
内
で

コ
ロ
↓
ノ
感
染
者
が
出
ま
し
た
。

消
毒
の
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
」

だ
さ
い
。

jl f~～だ疹されんのじゃ岡山県・県民運動～

　
令
和
元
年
中
、
県
内
で
自
転

車
が
関
係
す
る
人
身
事
故
は
８

５
０
件
発
生
し
、
自
転
車
乗
用

中
の
事
故
に
よ
り
１
２
人
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
、
死
者
は
前
年

　
。
市
役
所
職
員
を
瑞
り
「
コ
ロ
。
と
比
ぺ
て
３
人
増
加
し
ま
し
た
。

託
蒜
煕

ｍ

’
当
所
。
偏

み
ま
す
。
」
と
架
電
、
手
続
き
に
　
　
゜
ぃ
．
Ｊ

は
ヽ
ロ
座
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

こ

者
に
Ｍ
Ｊ

ド
が
必
要
と
称
し
て
駆
し
取
る
に
］
安
鮒
な
運
転

手
口
　
　
ｅ
掛
け
ま
し

二
‐
　
‐ ｔ
一
ｌ
ｉ
Ｅ

例
２
～
悪
質
商
法
　
　
　
　
　
　

一
対
゜
　
　
’

　
水
選
局
を
扁
り
、
「
コ
ロ
ナ
ウ
’
　
　
　
　
　
　
　
　
い

儡

：
　
　
　
‐
ｉ
－
－
－
－
－
－
Ｉ

を
し
て
く
だ
・
さ
い
。
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